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 施設敷地緊急事態となった場合には、PAZ内の入院患者、社会福祉施設入所者
及び在宅の避難行動要支援者のうち避難可能な者、学校・保育所等の児童等に
ついては、避難等を開始。他方、避難の実施により健康リスクが高まる者は、屋
内退避を実施。

 全面緊急事態となった場合には、 PAZ内の一般住民は避難を開始する。
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医療機関については、島根県があらかじめ選定した県内災害拠点病院３施設から優先し、避難先とな
る病院を確保。

社会福祉施設については、島根県が避難先の広域福祉避難所を確保済。

避難の実施により健康リスクが高まる者は、放射線防護対策を講じた自施設で、避難準備が整うまで
屋内退避を実施。

移動手段は、避難元施設が保有する車両のほか、島根県がバス会社等から確保する車両を使用。

PAZ内の医療機関・社会福祉施設への対応

バス、福祉車両等で移動

放射線防護
対策施設
（自施設）

自施設の放射線
防護区域に移動
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医療機関
（病院）

施設数
（施設）

病床数
（床）

1 177

社会福祉
施設
（入所）

施設数
（施設）

入所定員
（人）

14 373

＜ 避難元 ＞

医療機関
（病院）

島根大学医学部附属病院、
大田市立病院、済生会江津
総合病院 ほか

広域福祉
避難所

（大田市・奥出雲町）

国立三瓶青少年交流の家、
温泉津保健センター、布施
コミュニティセンター ほか

＜ 避難先（候補） ＞

避難準備が十分
整ってから避難

放射線防護
対策施設
（自施設）

避難準備が十分
整ってから避難

自施設の放射線
防護区域に移動

避難の実施により健康リスクが高まる者：177人

避難の実施により健康リスクが高まる者：249人

支援者が同行することで避難可能な者：124人



PAZ内の在宅の避難行動要支援者への対応
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対象者数(人)

在宅の
避難行動
要支援者

1,254

＜避難元＞

避難所
（大田市・奥出雲町）

大田市立大田小学校、
大田市民会館、仁多中
学校、奥出雲町民体育
館 ほか

広域福祉
避難所

（大田市・奥出雲町）

国民宿舎さんべ荘、県
立男女共同参画セン
ター、阿井コミュニティ
センター、横田コミュニ
ティセンター ほか

＜避難先（候補）＞

自家用車で移動

放射線防護
対策施設

広域福祉避難所への避難が必要な者：479人

家族や他の住民とともに
一般の避難所への避難が可能な者：775人

自家用車で移動

うち福祉車両が必要な者：75人

※避難準備が十分
整ってから避難

容態の安定に時間がかかるなど、避難の実施により健康
リスクが高まると判断された場合

福祉車両等で移動

在宅の避難行動要支援者については、島根県が避難先の避難所及び広域福祉避難所を
確保済。

要支援者の容態等に応じた避難先、避難方法をあらかじめ設定。

移動手段は、支援者等が保有する車両のほか、島根県がバス会社等から確保する車両を
使用。
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